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[今日 は 寒い で すね 」 
「 そ う で すね 。 すっ か り 委 で すね 」 
「 こ れ か ら お 仕事 で すか 」 
と 
[お気 を つけ て 。 い っ て らっし ゃ い 」 
「 い っ て きま す 」 
これ は 、 よ く 見 られ る 日 本 の 朝 の 会 話 で す 。 別に 凍 要 な こと を 言っ て いる わけ で 
は な い の で す が 、 こ の よう な 換 近 は 日 本 人 に と っ て 、 と て も 気持 ちの いい も の 
で す 。 
くに あい きつ a に ほん じん あい きつ た いせ つ き せつ て ん 
どの 国 に も 挨拶 の 言葉 は あり ます が 、 日 本 人 は 挨拶 を と て も 大 切 に し 、 季節 や 天 
師 ま で も 話題 に し 、 人 に 会 っ た 時 や 別れ る 時 な ど 、 外 国人 か ら 見 る と 驚く ほど 、 丁 
寧 に 挨拶 し ます 。 そ れ は 日 党 の 生活 や 人 間 関 係 を 大 切 に し て 生き て いる 日 本 人 の 
感性 の 家 れ な の で す 。 
た と あさ か いし ゃ 攻 も あ と き い 
例え ば 、 も し あな た が 朝 、 会 社 で 上 司 に 会 っ た 時 、「 お は よう ご ざい ます 」 と 言 
だ ま か ら だ ぐ あい わる じ ぶん 
わ ず に 黙っ て いた ら 、 そ の 上 司 は 、 あな た は 体 の 具合 が 悪い の か 、 そ れ と も 自分 
に 何 か 未 満 を 持っ て いる の か 、 と 考 える で し ょ う 。 逆 に 自分 が 挨拶 し た の に 、 


いか つ 


相 
手 が 返事 を し て くれ な か っ た ら 、 と て も 気 に な り ま す 。 それほど 日 常 生活 の 中 で 挨 


ES ho ES 還 = ES 還 : EX Hf 
田 * 溢 田 さ 補 に 田 * 謀 HH 


Oe © らら 


きつ 


1 近 は 大 切な も の で す 。 
あま り 深 く 考 えて いる わけ で は な い の で す が 、 日 本 人 は 挨拶 する こと で 、 お 表 
い に 相 手 の 存在 を 認め 合っ て いる の で す 。 
特に 会 社 な ど で は 、 仲間 同 王 で 「 い っ て らっし ゃ い 」「 お 帰り な さい 」 と 言う こ 
5 と で 、 み ん な が 「 う ち 」 の 意識 を 持つ と いう 意味 も ある で し ょ う 。 
また 、「 い た だ きま す 」 や 「 ご ち そ うさ まで し た 」 と いう よう な 食事 の 時 の 挨拶 
は 、 他 の 言語 に は あま りな いよ う で す が 、 こ れ は 、 作 っ た 人 た ち へ の 感謝 や 、 周 り 
へ の 合図 な ど 、 いろ いろ な 意味 が 含ま れ て いま す 。 日 本 人 は この よう な 挨拶 を する 
こと を 小さ い 頃 か らし つけ られ て いる た め 、 毎 回 意味 を 考 えて 言っ て いる わけ で 
10 は な く 、 習 慣 と し て 自然 に 口 か ら 出 て くる の で す 。 


(森田 六朗 『 日 本 人 の 心 が わ か る 日 本 語 』 による) 


侯 生 周 表 1 


況 字 ( 侵 名 天 音 ) 声 油 週 叉 (中 文 ) 

近所 (きん じ ょ )① 近 外 附近 。 孝 居 街 坊 

いっ て らっし ゃ い | 靖 才 - 

いっ て きま す 我 走 了 

言葉 (こと ば )③ 租 言 ! 属 , 手 明戸 

天候 (て ん こう )⑩ 天気 

話題 ( わ だ い )⑩ 活 是 

別れ る (わか れる )③ 分 弁 , 分 別 分 手 

外国 人 (が いこ くじ ん )④ | 外国 人 

驚く (お どろ く )⑨ 史 昼 ] 信 好 , 計 了 一 中 d 
丁寧 ていねい)① 礼 新 航 , 恭 区 的 』 小 心 達 慎 的 , 何 心 前 
人 間 関係 (こん げん か ん けい )⑤ 人 際 美 系 

感性 (か ん せい )① 感性 

表れ (あら われ )⑩④ 表現 

も し の 要 是 , 如 果 , 優 如 


汐 字 ( 優 名 培 音 ) 声 周 


同性 
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(付表 ) 
河 叉 (中 文 ) 


あな た ② 


ER 


休 


具合 (ぐあい )⑩ 


[名 ] 


それ と も ③ 


[接続] 


近 是 , 或 者 


不満 (ふま ん )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


不満 , 不 満足 不満 意 


逆 ( ぎ ゃ く )⑨⑩ 


[名 ・ ナ 形 」 


相反 的 ; 逆 , 倒 


相手 (あい て )③ 


[を] 


| 対 方 , 対 象 : 対 手 


気 に な る ( き に な る ) 


| 在 平 , 介 意 


お 互い に (お た が い に )⑩ 


[ 副 ] 


互 相 , 相 互 


認め る (みとめ る )⑩ 
て 同士 (どう し ) 


Cem 


旬 竹 , 入 可 j 入 妨 , 半 定 承 入 


[接尾 ] 


一 侯 ………… 仙 


意味 (いみ )① 


[名 ・ 他 動 3] 


意思 , 意 又 ; 意 周 , 用 意 ; 意味 着 


いた だ きま す 


我 井 族 了 


この DS き 3 手 SS に だ 


言語 (げん ご )① 


[名 ] 


博 育 。 調 其 
1 


合図 (あい ず )① 


[名 ・ 自 動 3] 


信号 交信 号 


含む (ふく お )② 


[ 他 動 1] 


舎 ぅ 包含: 淀 有 包括 


し つけ る ③ 


[ 他 動 2] 


教育 , 培 券 , 管 教 


習慣 (し ゅ うか ん )⑩ 


[名 ] 


ヨ 慎 


ロ ( く ち )⑥ > り ロ 


舎 ] 旬 型 ・ 滞 法 


Li 中 で は ない 


[名 ] 


| 


口 , 嗜 


“ 小 旬 十 わ け で は な い " 表 示 否 定 由 前 面 的 内 容 所 推 号 出 的 茶 衝 情況, 意思 是 “ 井 不 是 
snes うく 非 非 ……”。“ こ わけ で は な い ”"^ 接 袋 名 河 小 句 和 ナナ 形容 河 小 名 時 , 分 別 用 “名 十 な / 名 
十 で ある 十 わ け で は な い ” 和 “ナナ 形 珂 千 填 な 十 わ け で は な い ”" 的 形式 。 和 男 外 , 也 可以 用 “ 小 句 


十 と いう わけ で は な い ”" 的 形式 。 


OS OG 


A た と え 先 生 で も 、 何で も わか る わけ で は な い 。 ( 即 便 是 老 州 , 也 未 必 仕 都 憶 。) 

へ 高い も の が 必ず し も 品質 が よい と いう わけ で は な い 。 ( 斉 的 奈 西 未 必 吉 一 定 好 。) 

A 彼女 の 気持 ち が 理解 で き な い わけ で は な い が 、 そ の や り 方 に は 養成 で き な い 。 
( 姫 的 心情 我 非 不能 理解 . 但 那 衝 仙 法 我 不 般 成 。) 


ー わ け だ 


“ 小 旬 十 わ け だ "可以 表示 根 据 前 面 的 内 容 或 者 客 況 事 笑 推 号 出 某 人 徐 途 , 意 思 是 "自然 
ie ye 那 就 星 ……”、“ 也 就 是 送 ……”。 

人 今度 の アル バイ ト は 時 給 が 1.000 円 だ か ら 、 5 時 間 働 け ば 5,000 円 に な る わけ 
だ 。 ( 遂 次 打 工 的 時 閣 是 1 000 日 元 , 生 5 介 小 時 的 舌 就 能 得 到 5 000 日 元 。) 

人 A, 中 田 さ ん は アメ リカ で 10 年 も 暮らし た そう だ よ 。 (町 聞 中 田 在 美国 生活 了 

十 年 。) 

B: あ 、 そ う 。 人 道理 で 英語 が 上 手 な わけ だ 。 ( 忠 , 基 中, 進 怪 他 英 租 那 久 棒 了 。) 

“ 小 旬 士 わ け だ " 巡 可 以 表 示 閣 某 件 事情 換 一 和 x 法 来 聞 , 意 思 是 " 換 句 笑 馬 …… PC 

へ この 書類 は 明日 朝 一 に T C 社 に 送る こと に な っ て いる 。 つま り 今 日 中 に 完成 さ 
せな けれ ば いけ な いわ け だ 。 〈 六 傍 文 件 明 天 一 早 要 送 到 TC 公司 。 也 就 是 民 在 今 天 
之 内 一 定 要 完成 。) 


に だ っ "っ で は に だ どっ て も 


“名 十 に と っ て "表示 症 信 的 立場 、 魚 度 等 , 意 思 是 “ 以 …… 立 均 来 看 "、“ 対 …… 柄 育 ”。 
“と て に と っ て は "用 千 強 壮 " 一 に と っ て も "的 意思 赴 " 即 便 対 手 …… 来 現 也 ……”、 対 …… 也 


こん か い V 


^ 今回 の 面接 は わた し に と っ て 、 と て も 大 事 で す 。( 送 次 的 面 天 対 我 来 聞 十分 
重要 。) 

人 数 語 は 外国 人 に と っ て は 、 天変 難し いで し ょ う 。 日 本 人 に と っ て も 科 単 で は ない 
で す よ 。 < 培 秋 対外 国人 面 埋 記入 進 叱 。 即 便 対日 本 人 来 選 也 不 科 単 。) 


う 3. や まで で も り 
“名 十 ま で (も )“" 表 示 挙 出 概 端 事例 暗示 其他 一 般 情況 , 多 帯 有 便 折 的 午 気 , 意 思 是 " 傍 
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eevee 世 “ 其 到 …… 都 ……、 " 都 誠 了 …… 的 地 電 か 。 
a まで わた し の 結婚 に 反対 し た 。 (人 好 友 代 子 都 友 対 人 婚 . 


に ほん 


へ 目 本 人 は 日 常 の 挨拶 を 大 切 に し 、 季節 の 変化 まで も 挨拶 の 話題 に する 。 (日 本 人 
十分 重 祝 日常 寒 喧 , 就 達 季 吉 変化 也 会 作 訪 塞 喧 的 笑 題 。) 


4. 一 か ら 見 る と 


“名 十 か ら 見 る と "表示 信 某 一 立 協 、 角 度 来 考慮 同 題 , 意 思 是 “ 入 …… 来 看 ”、“ 在 …… 看 
来 ”。 美 似 的 名 型 近 有 “か ら 見 れ ば “ー か ら 見 た ら ”。 
へ 子ども か ら 見 る と 、 周 り の 世界 は 何で も 新鮮 に 見 える 。 ( 在 験 子 休 的 眼中 , 周 国 的 
任 何事 物 都 是 新鮮 的 。) ' 
A 現場 の 状 況 か ら 見 る と 、 犯人 は 一 人 で は な さそ うだ 。 ( 現 協 情 況 来 看 , 晶 犯 似 
平 不 止 一 人 人 。) 
5. 一 ほど 
在 第 一 燥 第 9 束 学 ダ 了 “(て は ) て ほど て な いで す ”" 的 句 型 .“ ほ ど ” 表 示 比 較 的 基 准 , 用 
隆 和 否定 句 中 , 意 思 是 “…… 不吉 …… 那 名 …… し 没有 …… 那 名 …… ” 男 外 . 在 第 二 基 第 
9 間 逐 学 イ “ば ほど" 表示 程度 的 遂 送 , 意 思 是 " 越 … 越 ……。 
へ 今年 の 冥 は 芸 年 の 夏 ほ ど 牙 く は な い 。 (今年 夏 天 没有 去年 封 。) 
へ 北 へ 行け ば 行く ほど 寒く な る 。 ( 越 往 北辺 去 越 冷 。) 
“名 / イ 形 基本 形 / ナ 形 周二 な / 動 筒 体形 十 ほ ど " 迷 可 以 表 示 効 作 、 状 的 程度 意思 
是 “ ie se 得 の 7 a ed 那 樺 地 ーー  ) a ea まき 都 到 了 0 的 程度 ”。 
ム 今日 串 に ゃ ら な いと いけ な い 働 事 が 山 ほ ど あ る 。( 今 天 巡 内 必須 要 叙 的 工作 
入 多 。) 
へ あの 映画 を 見 て 涙 が 出る ほど 感動 し た 。 〈 看 了 那 部 四 影 , 感 芝 得 流 消 。) 
“名 十 ほ ど て は な い / い な い ” 表 示 最高 程度 , 意 思 有 "没有 比 …… 更 …… 的 了 ”。 
人 賀 の 特 昔 ほ ど お い し いも の は な い 。 ( 如 処 仙 的 叙 菜 是 最 好 史 的 。) 
ム へ 彼 ほ ど 頭 の いい 人 人 は いな い だ ろ う 。( 没 有人 比 他 近 聴 明 了 。) 
6、 ご こち で 


“ 動 基本 形 十 こと で "表示 通 直前 面 的 苑 作 、 行 久志 生 相 記 的 策 果 , 意 思 是 " 通 辻 … 来 


Os 


に ほん じん た が そん ざい な と 


A で 、 お 互い の 存在 を 認め 合う 。 (日 本 人 通 対 寒 喧 来 込 同 
彼 此 前 存在 ) 


せっ きょく て で てき 


^ 積極 的 に 行動 する こと で 、 人 生 は 変わ る と 思う 。 〈 我 込 妨 息 概 地 去 行 効 , 人 生 会 
有 記 改変 的 。 ) 


人 毎日 日 記 を 書く こと で 、 自 分 の 心 を 整理 する 。( 毎 天 通 填 写 日 志 来 整理 自己 的 
思 第 。) 


軸 周 江 ・ 表 送 方 式 
1. あな た は 体 の 具合 が 悪い の か 、 それと も 自分 に 何 か 不満 を 持っ て いる の か 
問 活 量 貼 “* そ れ と も "人 接 西條 包含 疑 同 週 “ か "的 句 子 面 村 成 的 “それ と も " 拓 接 狂 
週 , 意 思 是 " 涼 短 ”, 常 用 子 “ 名 十 そ れ と も 十 名 、 こ か " 或 “ 小 句 十 か それ と も 丁 小 句 士 か" 
的 形式 。 
へ 紅茶 、 そ れ と も コー ヒー、 ど ちら が いい で すか 。 ( 作 要 喝 殺 茶 近 是 呈 嘩 ?) 
へ 今度 の 休み は 旅行 に 行く か 、 そ れ と も 帰省 する か 、 ま だ 決め て いな い 。 〈 我 途 没 
決定 六 次 的 優 期 是 去 旅行 近 是 回 老 家 。) 


そん ざい 


2. お 互い に 相手 の 存在 を 認め 合っ て いる の で す 


・ 級 め 合う ” 是 毛 合 効 河 , 由 効 河 “ 狼 め る ” 王 “合う "万 合 西 成 。“ 動 地形 十 合う "可以 枚 
成 艇 合 効 周 , 表 示 相互 作用 。 
へ 語 し 合う て 商 量 、 朱 商 )、 助け 合う (世相 剖 助 )、 譲り 合う ( 互 相 党 
な か ま どう し 
3. 仲間 同士 


“同士” 淀 接 在 名 所 的 后 面 作 接尾 河 。 表 示 彼 此 邊 手 某 莉 共同 的 美 系 、 可 根 所 不同 的 呆 
朋 活 醐 洋 。 本 巣 漆 文中 “仲間 同士 "的 意思 是 “ 同 事 之 同 ”。 
へ いと こ 同 士 ( 堂 兄弟 旭 妹 、 表 兄弟 如 妹 )、 隣 同士 (部 居 、 街 坊 、 範 同士 ( 男 人 伯 ) 


4. 「 う ち 」 の 意識 
日 本 人 有 入 強烈 的 内 外 意 航 。 他 何 把 与 自己 外 在 同一 社会 因子 或 同一 集団 的 人 看 作 是 
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“うち (内 )"。 面 把 送 介 薄 団 之 外 的 人 看 作 是 “ そ と ( 外 )”。 送 衝 内 外 意 航 充 分 体現 在 造 衣 表 送 
上 . 在 不同 的 協 合 , 対 不同 的 人 琲 活 。 都 有 内 外 之 分 。 対 属 考 “" う ち " 薄 国内 的 人 悦 短 罰 随 
便 , 商 対 属 地 “ そ と " 光 国 的 人 季 笑 旭 会 保持 一 定 的 距 高 。 日 番 中 的 授受 表 送 、 散 和 表 状 等 都 


充分 体現 了 目 本 人 的 送 衝 内 外 意 退 。 
在 第 一 期 学 ゴ 了 “ うち" 送 介 同 , 意 思 是 “ 家 ”。 除 此 之 外 ," う ち " 之 可以 表示 培 括 人 所 久 


的 家庭 社 会 集団 ( 如 公司 学校 等 )。 例 如 
A うち の 子 ( 我 家 的 後 子 ) うち の 大 学 ( 我 伯 大 学 )、 う ちの 会 社 < 我 人 公司 ) 
意識 " 除 了 作 名 同 表 示 “ 意 航 ” 之 外 , 作 妨 勤 語 的 用 法 也 入 常 見 。“ 意 識 す る ” 的 意思 量 


“ 意 退 到 ア 、“ 在 意 ”。 
へ 人 の 目 を 意識 する 。 ( 在 意 別 人 的 目 光 。) 


5. 毎 央 意味 を 考え て 言っ て いる わけ で は な く 、 還 策 と し て 自 桂 に 

口 か ら 出 て くる の で す 

送 名 括 的 意思 是 “ 井 不 是 毎 次 都 考慮 一 下 意思 再 赤 , 面 是 成 妨 一 和 尺 慣 , 自 然 面 然 地 脱 
口 面 出 ”。 在 第 二 類 学 ゴ 了 勃 同 ま す 形 去 搾 ます 后 在 名 中 中 融 的 用 法 。 送 句 舌 中 的 “て で は 
な く ”" 是 由 “~ で は な い ” 変 化 柄 来 的 , 美 似 手 イ 形 容 河中 頼 的 用 法 。 イ 形容 河 的 中 頓 形 式 是 
特 同 尾 的 “ い ” 座 成 ぐ く ”。 ナ 形容 油 的 中 頼 形式 与 其 “ て 形 ” 相 同 , 即 “ 同 千 十 で ”"。 

人 最近 残業 で 家 に 帰る の も 遅く 、 本 を 読む 時 間 な ど な い 。 (最近 因 妨 加 斑 回 家 都 入 


別 。 没 有 時 同 去 看 事 仕 人 的 
へ この 辺り は 賑やか で 、 交通 も 便利 で す 。 (誠一 帯 視 替 同 , 交 通 也 入 方 便 。) 


会 舌 


3 SS 
ーー 


入社 


中 村 課 長 : 皆さん 、 ち ょ っ と いい で すか 。 ご 紹介 し ます 。 こ ちら は 新人 の 王 さ ん で 
まん じ つ い ぎ ょ う た ら 

す 。 未 日 か ら 営 業 ア レン スタント と し て 働く こと に な り ま し た 。 じ ゃ 、 
王 さ ん 、 簡単 な 自己 紹 介 を お 願い し ます 。 


0 に ゅ う し ゃ お うし ょ う か も う 身 と し が つ シャンハイ 
, は い 。 こ の 度 、 入 社 いた し まし た 王 小 華 と 申し ます 。 今年 6 月 に 上海 
と う よ う だ い が く が いし 


大 学 の 日 本 語学 科 時 を 卒業 し まし た 。 昌和 化 和 品 会 社 の 一 一 員 に な れ 
た こと を 天変 苦 り に 思っ て いま す 。 まだ 何 も わ か ら ず 、 替 様 に ご ご 迷惑 を 
か ける よう な こと も ある か と 思い ます 。 一 日 も 量 く 仕事 を 覚え られ る よ 
うに 努力 し ます の で 、 ご 指導 、 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 
。 よろ し く お 願 いし ます 。 
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, 王 さん 、 頑 張っ て くだ さい 。 大 い に 期 待 し て いま す よ 。 
E、 は い 、 頑 張り ます ! 

DE 生き あこ ちら 

へ どう ぞ 。 こ こ が 王 さ 

ん の デス ク で す 。 午前 

中 は 、 ま ず 人 事 部 に 


い せつ めい う 
行っ て 説明 を 受け て く 
だ さい 。 

王 小 華 , は い 、 わ か り ま し た 。 


況 字 ( 優 名 培 音 ) 声 周 河 性 週 叉 (中 文 ) 
入社 (に ゅ う しゃ)①⑰ [名 ・ 自 動 3] 章 入 公司 (工作 ) 
販売 (は ん ば い )⑩ め [名 ・ 他 動 3] | 寅 舎 , 販 素 
新人 (し ん じん [名 ] | 新人, 新手 
デシ スタ ント ② [名 ] 助手 , 助 理 
この 度 ( こ の た び )② 六 次 , 此 次 
一 員 ( い ちい ん )⑩⑥② ae terre 
誇り (ほこ り )⑥③ 自 豪 , 閑 人 短 自尊 心 : 楽 刻 


第 1 課 


( 供 素 ) 


汐 字 ( 優 名 闇 音 ) 声 洞 ) 河 叉 (中 文 ) 


迷惑 を か ける (めい わく を か ける ) 添 麻 類 


大 い に ( お お い に )① [ 副 ] 和 視 、 非 常 
期待 (きた い )⑩ [名 ・ 他 動 3] 期待 , 期 望 , 希 望 


1. 皆 さ ん 、 ち ょ っ と いい で すか 
“ちょ っ と いい で すか ” 用 手引 起 大 家 的 注意 , 切 入 想 要 況 的 活 題 。 送 句 活 是 中 村 泊 藤 打 


算 把 王 小 年 介 外 徐 正在 工作 的 同 事 時 送 的 。 更 刃 恭 殴 的 表 送 方 式 有 “ 皆 さん 、 ち ょ っ と よろ 
レル N で 中 う が” 


2. この 度 、 入 社 い た し まし た 王 小 華 と 申し ます 
“この度 ” 的 意思 是 “ 本 次 "、“ 送 次 ”, 是 比 “今度 “今回 " 更 妨 正式 的 法 。“ 入 社 い た し 
まし た "時 散 体 的 形式 , 作 “ 王 小 華 ” 的 定番 , 比 筒 体 的 形式 午 気 更 恭 散 。“ 申 し ます ” 是 “ 
いま す " 前 和議 半 . 和 人 取 時 的 自我 介 多 近 有 以下 一 各 方 式 
人 この 鹿 、 東 京 本 社 か ら 転勤 し て まい り ま し た 山田 と 申し ます 。 ( 我 量 送 次 信夫 京 
加 公 司 周 辻 来 的 山田 。) 
へ 本 日 か ら 販 売 部 に 配属 に な り ま し た 鈴木 と 申し ます 。 ( 我 叫 徐 木 , 信 今 天 起 在 生 倍 
部 工作 。) 


ns 


3. 自 和 化 灯 品 会 社 の 一 員 に な れ た こと を 天変 誇り に 思っ て いま す 
閑話 的 意思 "能成 日 和 化 覆 品 公司 前 一 我 深 感 時 仙 "。* こ と ッ 是 形式 体 埋 ," 日 


和 化 粧品 会 社 の 一 員 に な れ た " 是 “ こ と "的 具体 内 容 “ な れる ” 是 “な る ” 的 可能 形 。“ こ を 
誇り 思う "的 意思 是 “ 対 …… 感 到 暫 人 徴 ”。 
こと を 思っ て いま す " 的 名 弄 和 用 二 六 正式 的 協 人 , 例 如 。 
人 約束 を 守れ な か っ た こと を 大 変 申し 訳 な く 思 っ て いま す 。 ( 未 能 遵守 釣 定 , 我 感 到 


非常 抱 鞭 。) 


OS OS 


4. まだ 和 何 も わ か ら ず 、 皆様 に ご 迷惑 を か ける よう な こと も ある か と 思い ます 


送 名 活 的 意思 是 “ 我 乏 仕 久 都 不 憧 可 能 有 革 事 情 会 麻 類 大 家 ”"。“ ず " 是 表示 否定 的 助 区 
週 “ 動 参 ゃ 形 士 ず "用 手 句 中 的 中 頼 " ず に "相当 隆 “" な いで ”"。 助 同 “ か "表示 不 秦 定 , 包 含 
“時 然 現 在 玉 不能 萌 定 , 但 是 以 后 可能 会 有事 情 要 麻 類 大 家 ” 的 意思 。 


いち に ち 


5. 一 上 も 購 く 仕事 を 覚え られ る よう に 労力 し ます の で 、 ご 指導 、 よ ろ 
< お 願い いた し ます 


* ち に ち 


"一 時 も 早く "的 意 " 尽 可能 時 一 "* 陣 居 是 早 一 天 "。“ も "表示 強 週 。 美 似 的 表 送 
近 有 “一刻 も 早く ( 尽 可 能 早 一 点 )" 等 。 

へ 一 刻 も 早く 家族 に 会 いた い 。( 想 尽 早見 到 家 人 。) 

“こよ うに " 在 送 句 活 中 表示 " 没 法 側 到 ……”、“ 努 力 仙 到 ……”。“ お 願い いた し ます " 明 
比 お 願い し ます " 更 江 虚 的 淡 法 。 在 第 二 菜 学 了 “て を お 願い し ます "用 王 租 求 対 方 仙 
事 或 鈴 自 己 某 物 , 在 込 名 括 中 “ご 指導 "的 后 面 省略 了 助 同 “ を "。 在 口 造 中 , 不 影 末 前 后 意思 
的 情況 下 , 鍵 常 会 省略 * は “が “を "等 助 局 。 


を | 
1. 写 出 下 列 況 字 的 境 音 。 
[ 例 ] 習慣 [し ゅ うか ん 」 


(1) 近所 [ 」 2) 言葉 [ 」 
3) 天候 [ 」 (④ 別 れる [ 」 
⑤) 表 れ [ 」 (6⑥) 話 題 [ 」 
⑦ の 具合 [ ] (⑧ 含 む [ 」 
(9) 認 め る [ 」 (10) 合 図 [ 」 


2. 根 据 江 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 千 当 的 内 容 。 

例え ば 、( )( ) あ な た が 朝 、 会 社 で 上 司 に 会 っ た 時 、 「 お は よう ご ざい ます 」 
と 言 きわ ず に 黙 KK )( その 上司 は 、 あな た は 体 の 具合 が 悪い の か 、 
導 。。K も い 2 ) 自 分 に 何 か 不満 を 持っ て いる の か 、 と 考え る で し ょ う 。 逆 
に 自分 が 挨拶 し た ( )(  )、 相 手 が 返事 を し て くれ な か っ た ら 、 と て も 気 に な り ま 


に ち し じょう せ v 
す 。(  )( )C )(  ) 目 淀 生 活 の 中 で 挨 挫 は 大 切な ( )(  ) で す 。 


3. 信 照 例 名 , 完 成 或 改 写 名 子 。 

[ 例 1 ] 日 本 語 は 全然 語 せ な い = 日 本 語 は 全然 語 せ な いと いう わけ で は な い 。 
1) お 金 が あれ ば 、 何で も 買え る 
(② 努力 すれ ば 誰 で も 成功 で きる 
(3) 値段 が 高けれ ば 高い ほど 、 品質 が よい 
(④ 革 いも の が 嫌い だ か ら 食べ な い 
(5 会社 の 全員 が その 企画 に 養成 し た 

[ 例 2] 日本 人 / 括 拶 は 昌和 「 生 清 の 申 で と て も 重要 な も の だ つ 
日 本 人 に と っ て 、 挫 拶 は 日 常 生活 の 中 で と て も 重要 な も の だ 。 
1) アメ リカ 人 / 漢 字 を 覚え る の は 難 し いよ うだ 
(② わた し / 家 族 は 一 番 大 切 だ 
3) 子ども / 宿題 は 少な けれ ば 少な い ほ どい い 
(④ 初 心 者 / こ の 文章 は わか り に くい 


ん げん こと 


(5) 人 人 間 / 言 葉 は コミ ュ ニ ケー ショ ン の 道具 だ 


[ 例 3] 大 人 / 電 車 の 中 で 漫画 を 読ん で いる つ 

大 人 まで も 電車 の 中 で 漫画 を 読ん で いる 。 

1) 先 生 / こ の 間 題 を 解け な か っ た 

②⑫) 親 友 の 美 佳 / わ た し の こと を 信じ て くれ な か っ た 

(3) い つも 支え て くれ た 母 / わ た し の 結婚 に 反対 し た 
じ か ん きび や ま む ら きょう お く 

(4) 時 間 に 厳 し い 山村 さん / 今 日 は 遅れ た 
に ほん じん せつ ヘル ん か いき つ お だ い 

(5) 日 本 人 は 季節 の 変化 / 換 拶 の 話題 に する 


ES が いこ くじ ん に 反 ん じん お どろ で いね い あい きつ 
[ 例 4] 外国 人 / 日 本 人 は 驚く ほど 丁寧 に 挨拶 する つ 
が いこ くもん し 3 に ほん じん お どろ 、 て いね い あい さっ 
外国 人 か ら 見 る と 、 日 本 人 は 驚く ほど 丁寧 に 挨拶 する 。 
トコ まわ せ か い な ん し ん せん みみ a 
(1) 子 ども / 周 り の 世界 は 何で も 新鮮 に 見 える 
か の じ ょ ひょう じょう な に か まん 
(2 彼女 の 表 情 / 何 か 不満 が ある よう だ 
だ い が く じ だ い せい せき か れ ゆう し ゅ う ひと 
3) 大学 時 代 の 成績 / 彼 は と て も 優秀 な 人 だ 
が いこ く ひと ち ほう か うし ゅ う ふ し ぎ 
(4 外国 の 人 / こ の 地方 の 風習 は 不思議 な も の だ 
こん か い き ろく ぜん こく た いか い ゆう し ょ う 
(5) 今 回 の 記録 / 全 国 大 会 で も 優勝 で きる だ ろう 


Oe 


[ 例 5] 今日 は 疲れ た / 死 ぬ 今日 は 死ぬ ほど 疲れ た 。 
むす め な や よる ね なむ 
(1) 娘 の こと で 悩ん だ / 夜 も 眠れ な い 
(2) 頭 が 痛い / 割 れ そ を うに な る 
きのう いそ が し r く じ じ か ん 
(3) 昨 日 は 忙 し か っ た / 食事 を する 時 間 も な い 
(4④) そ の レス トラ ン は 人 気 が 高い / 予 約 し な いと 入れ な い 
(5) こ の 小説 は 面白 い / 読 み 始 め る と 止ま ら な い 


[ 例 6] 挨 援 を する / お 互い の 存在 を 認め 合う っ 
挨 掃 を する こ Em, ね 宜 い の 存在 を 鐘 ぁ 合 ぅ 。 
① 積 極 的 に 行動 する / 人 生 は 変わ る と 思う 
2) みん な の 意見 を 聞く / 新 し い 考 え が 生 まれ た 
3) 日記 を つけ る / 毎 日 の 生活 を 振り 返る こと が で きる 
(④ 手 作り の チョ コレ ー ト を 贈る / 自 分 の 気持 ち を 伝え る 


う は くう た が っ せん みな し ょ う が つ き を ぶん た いけ ん 


(5) 紅 自 歌合 戦 を 見 た り 、 初 語 に 行っ た りす る / 日 本 の お 正 月 気分 を 体験 する 
[ 例 7] A, じゃ 、 王 さん 、 簡 単 な 自 己 綴 絡 介 を お 願い いし ます 。 

B。 は い 。 この 度 、 大 社 a 
(① 出 田 閉 / 東 京 か ら 転 勤 し て まい り ま し た 
(2②) キ ム ・ ソ ナ / 販 売 部 に 配属 に な り ま し た 


(3) 李 健 / 上 海 か ら 研修 に 来 ま し た 


いち に ち は や i お ぼ に > ど り ょ く 
[ 例 8] 一 日 も 早く 仕事 を 覚え られ る よう に 努力 し ます 。 
1) 皆さん と 伸 良 く な り た いで す 
(②) お 元気 に な か れ ま す よ うに お 祈り し ます 
(3) 堪 さん の お 役に立て る よう に 頑張 り ま す 
せん ば い * か つや く ど り ょ く 
(④ 先 輩 た ちの よう に 活躍 で きる よう に 努力 し ます 
(5) 新 し い 糞 境 に 慣れ る よう に 頑張 り た いと 思い ます 


汐 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 


河 性 


第 1 課 


局 叉 (中 文 ) 


必ず し も (か な ら ず し も ゃ も)④ 


[ 副 ] 


時 給 ( じ きゅう )⑩ 


[名 ] 


ー 小 時 的 工 次 一 小 時 的 授 酬 , 
時 新 


働く (は た らく )⑩ 


道理 で (どう り で )⑨③① 


朝一 (あさ いち )⑨② 


[自動 1] 
[ 副 ] 


工作 : 芳 区 : 起 作用 
怪 不 得 , 礁 怪 
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当 天 工作 井 始 后 的 第 一 時 同 


つま り ① 


息 之 , 究 間 ; 就 是 況 , 也 就 古 , 即 


親友 (し ん ゆう )①⑰ 


現場 (げん ば )①⑰ 


好 朋 友 , 至 交 , 知 心 朋友 
現 協 : 工 地 , 征 同 


状況 (じょう きょう )⑩ 


[名 


情況 状況 


犯人 (は ん に ん )① 


Te 」 


北 ( き た )⑥② 
涙 ( な み だ )① 


| 


[名 ] 
[名 ] 


犯人 , 固 犯 
北 , 北 方 


消 , 眼 消 


積極 的 (せっ きょく て き )⑩⑥ 


変わ る (か わる )①⑩ 


[ ナ 形 ] 


税 概 的 


[自動 1] 


変化 , 政 変 ヵ 不同 


整理 (せい り )① 


| [名 ・ 他 重 3] 


整理 収拾 : 外 理 , 清 理 


残業 (ざん ぎょ う )①⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


配属 (は い ぞ く )⑨⑩ 
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[名 ・ 自 動 3] 


加 班 
安 排 分 配 


守る (まもる )② 


[ 他 動 1] 


申し 訳 な い ( も うし わけ な い )⑥ 


[ イ 形 ] 


保 岳 , 守 五 ; 遵 守 


非常 抱 載 実在 対 不 起 


嫌い (きら い )①⑩ 


| [名 ・ ナ 形 ] 


解く (と く )① 


[ 他 動 1] 


表情 (ひょう じょう )③ 


[名 ] 


大 類 的 , 対 央 的 


解明 , 解 答 : 解 , 解 井 


表情 , 神 情 


不思議 (ふし ぎ )⑥ 


| [名 ・ ナ 形 ] 


不可 思 琉 的 


大 会 (た いか い )⑨⑩ 


[名 


大 会 大 褒 


優勝 (ゆう し ょ う )①⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


福 年 , 第 一 名 


人 ひ © 5 
(付表 ) 


況 字 ( 侵 名 境 音 ) 声 油 | 周作 | 週 叉 (中 文 ) 
nah a | 末 和 0 


生ま れる (うま れる )⑩ [自動 2] 生 出生, 詞 生 』 族 生 
役に立つ (や くに た つ ) 有用 外 , 有 人 益 外 , 有 者 助 


